
令和4年2月市議会環境経済委員会資料

所管事項調査

目 次

長崎市第三次環境基本計画について・・

長崎市地球温暖化対策実行計画の改訂につ2

PI~5

P 6~11

境

令和 4年
部

2月





1 長崎市第三次環境基本計画について

)策定の目的

長崎市環境基本条例の基本理念にのっとり、令和4年度以降の環境の保全と創造に関

する各種取組みを総合的かつ計画的にすすめることを目的とします。

(2)計画の位置づけ

長崎市環境基本条例第8条の規定に基づき策定するもので、同条例に定める基本汪里念及び施

策の実現に向けた計画。

基本条例の基本理念の実現に向けた計画

②長崎市第五次総合計画を環境面から実現する計画

長崎市第五次総合計画の着実な進展を環境面から補完する計画。また、他の計画や施策に対

し、環境の保全と創造に関する基本的な取組みの方向を示す計画。

@

各主体の役割と共有する目標を掲げ、市民・団体や事業者のめざすべき方向性を示すことに

より、市民・団体、事業者、市役所が一体となり、持続可能な社会を実現していくための指

針となる計画。

罰体、事業者、市役所の行

)めざす環境像

本計画で長崎市がめざす将来像を「めざす環境像」として示しています。この「めざ

す環境像」は、 21世紀半ばを展望し設定した「長崎市環境基本計画(平成12年3月策

定)」のめざす姿を受け継いでいます。

また、サブテーマにつぃては、地域循環共生圏の創造が国の第五次基本計画で目指すべ

き姿とされており、気候変動が危機的状況として意識されていることから、それを打開す

るための技術革新が求められているという認識のもと、新たに設定しています。
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4)計画の範囲

計画が対象とする環境の範囲は、次の 5 つの分野に大別します。「長崎市環境基本条

伊Ⅱに定める基本1里念にのっとり、身近な日常生活から地球規模の環境まで幅広いものと

なっています。

環型社

温室効果ガス排出の削減、気候変動適、
再生可能エネルギー、'エネルギー

4R(Refuse、 Reduce、 Reusa RecyC恰)、
廃棄物の適正処理、廃梨物処理施設の

大気、悪臭、水、土壌、騒音、振、有害化学物質、
自然、妻林、公固、地、里地・里山・里海

郡市橋造、都市基盤、住境、観'
美化、まちづくり

当者諏、コミユニティ活動、 ESD、人材成

都市

環

(5)計画の期間

計画の期間は、上位計画である「長崎市第五次総合計画」との整合を図り、令和4年

度から令和 12年度(2030年度)までの9年間とします。
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(6)取組の体系図

.

脱炭素社会心"

.、、

循環型社会

L"〆'^、

資源の有効逵弔.

地域環境

.

叙別自埠・馬田

地球温鰻化刻策の推進

豊か恋地域

保全と活用

再生可能エネルギーの
地産地消の推進と地域
の活性化

ごみ排出の削減と
リサイクルの推進

の

町凱"、
鯵、

塑点化

●宴室効典カユの1芹出を抑粗する理和懐(掃出剛減)苔推遅し
怒す

●貫候変^影寺に的する適毒拠を推遅します

(フ)推進体制

ア長崎市環境基本計画推進会議

市長、副市長及び部局長で構成し、環境基本計画の推進や環境保全に関する重要事項

について総合的な調整を行います。また、推進会議の下に関係所属長で構成する推進幹

事会を設置し、事前の調査・調整を行います。

廃粟物適正処理の推進

●再生可腿エネルギーの地痩地到を推遊します
の日及を促進し恋亨●古エネ

●鳳喧と妊癌をともに伸ぽします

豊かな自然環境の
保全・共生

蹴胆みの柱

●真類掛"別収築を促迩します
●ごみ捨出・を削滅」ます

良好な生活環境の確保

●暁素鳥吾遇正に処理します
●塾翌筋股の整口熔を写すめます

環と胴和した

快適なまちづくり

イ長崎市環境審議会

長崎市環境審議会は、「長崎市環境基本条例」の規定に基づき、環境基本計画に関する

事項や環境の保全及び創造に関する事項につぃて調査審議する市長の諮問機関で、学識

経験者、市議会議員及び関係行政機関の職員、市民の代表(公募)で構成されます。

環境審議会に対し環境基本計画の策定や変更、推進に関する報告を行うとともに、環

境審議会から意見や提言を受け、その反映に努めます。

●目然値扱の廩全と共生の僅会を創出し珪幸
●口斡の整畑と判用甚促遊します

●大気埋墳を守り韮す
●註全益水の面由を白り珪写
●騒音・振血の忌いまちをつくりま,

当事者

環境行動の定

●的城の星韻や回熱なとの●性を熔かしたまちづくりを亨▼
めます

●安全・安心でコンバクト匙護与づくりをすすめま亨

成

ウ市民・団体、事業者との連携・協働体制

環境基本計画を効果的1こすすめるため、各主体が連携・協働した取組みをすすめます。

取組みの推進役として、「サステナプラザながさき(長崎市地球温暖化防止活動推進セ

ンター)」を設置し、情報発信や環境イペントの実施、事業者の環境経営等に関する相談

への対応などを実施します。

●幅広い世代への頂填"脅・啓尭を促泣し念す
●皿現"青の裳世代を担うりーダーを青庶します

●自究的な頂填行動を難逸します
●環境行重M)捉世代を塾うりーダー吾南凧し讓▼
●珂埠行剛こ月"だ囚知・区畑を捲遊し佳す
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工広域的な連携・協力体制

河川等の水質汚濁の問題やごみ問題などの近隣自治体と共通する課題や、地球環境問

題をはじめとする広域的な取組みを必要とする問題に対しては、国や県、近隣自治体な

どの関係機関と連携・協力します。

(8)計画の特徴と工夫

J 表紙に未来の天気予報図を掲載するなど、ユニバーサルデザインにも配慮しつ
つ、イラストや写真を多用することで全年代に分かり易いものとしました。

信十画表紙ほか参照】

J 気候変動の影響への関心の高まりとともに、一人ひとりの具体的な環境行動が
求められる現状を踏まえ、「地球温暖化対策の加速」と「一人ひとりの環境行動
の定着」を重点化方針としました。

取組みの柱ごとにSDGSの関連アイコンを記載し、SDGSへの取り組みにも
繋がることを明確にしました。

市民.団体の取組みにつぃては、様々な生活シーンごとにピクトグラムを用い
て、環境行動の実践例を見える化し親しみやすいものとしました。

信十画24ページほか参照】

J 環境行動の実践効果を個別に記載し、自分の環境行動がどのような効果を生み
出すか見える化しました。

)周知と実効性の確保

サステナプラザながさきを中心にSNSなどの様々な媒体を活用した広報を実施し、日

常生活の中で環境行動を起こす新たな層の掘り起こしにつなげるとともに、エコなライ

フスタイルが日常に定着することを目指します。また、成果については、毎年度、環境審

議会で審議し、結果を公表することで確実な進捗管理を実施します。

語十画8ページほか参照】

信十画10ページほか多照】

語1画24ページほか参照】



(10)計画策定の経緯

年月日

令和元年

令和3年

9月~10月

令和3年

会議・審議会等

長崎市第三次環境基本計画策定に係る

市民意識調査アンケート

第1回長崎市環境基本計画推進幹事会5月28日

令和3年

7月13日

令和3年

7月28日

令和3年10月27日

令和3年11月10日

~令和3年12月10日

令和3年12月22日

第1回長崎市環境基本計画推進会議

10月18 白

第1回長崎市境審議会

第2回長崎市境基本計画推進会議

令和4年

第2回長崎市環境審議会

市民、事業者、小学生対象アンケート調責

令和4年

パブリックコメント

主な内容

1月21日

計画の体系案について

令和4年

第3回長崎市環境審議会

1月28日

計画の体系案について

第4回長崎市

1月31日

計画の体系案について

答申

計画(棄案)について

審議会

第3回長崎市環境基本計画推進会議

計画(素案)について[諮問]

計画(素案)について意見募集

計画(案)について

答申(案)について

計画(最終案)について

答申(案)について

計画(素案)について[答申]

計画の策定について



2 長崎市地球温暖化対策実行計画の改訂について

)計画の概要

長崎市地球温暖化対策実行計画は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」第19条及

ぴ第21条の規定に基づく地方公共団体実行計画として、市域の自然的社会的条件に応

じて温室効果ガス排出量削減などを行うための施策や、市の事務及び事業における温室

効果ガス排出量削減の取組みなどに関する計画として、 2009 (平成21)年3月に策定

し、 2017 (平成29)年2月に改訂したものです。

)計画改訂の趣旨

本計画は、 2030(令和12)年までの計画となっており、大きな社会情勢の変化など

を踏まえ、根豺ユ5年ごとに見直しを行うこととしています。

今回の見直しは、計画改訂から5年が経過し、第五次総合計画などの関連する計画の

策定や、2050年「カーボンニュートラル」を目指す国の方針が示されたことなどの社会

情勢の変化に対応するため見直しを図ったものです。

(3)計画の期間

計画の期間は、 2009 (平成21)年度から2030 (令和12)年度までの22年間とし

ています。

長崎市地球温暖化対策実行計画

2009

( H21)

計画改訂

2022

( R4)

長市地球温暖化対策実行計画
重点アクションプログラム

中期目標

2030

( R 12)

長期目標

2022~2025

(R4~R7)

、

'、

r-ーーー'

ι一ーーーー

2050

R32)

、

、

1、

r-"ーー'

ι^^^^^

'ー

、
i

1゛

ノ

、、

、

1、

「ー""

ι^^^^^

1 /
i

ノ
i

、

1/
ノ

、

i

J
i

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
長
崎
」
の
実
現



(4)主な改訂内容

ア SDGSとの関連付け
計画の施策ごとにSDGSの関連アイコンを記載し、 SDGSへの目蹄且みや、施策同士

の連携、課題の同時解決などに繋がることを明確にしました。

中・長期目標の設定

本計画では、長崎市がめざす温室効果ガス排出量削減の中期目標(2030(令和12)

年度)及び長期目標(2050 (令和 32)年度)について定めており、 2021(令和 3)

年3月に宣言した「ゼロカーボンシティ長崎」の実現に向け、 2050 (令和32)年度

及び2030(令和12)年度における二酸化炭素の吸収や利活用に関する目標を新たに

設定しました。

改訂前

中期目標(2030 (令和 12)年度)

2007 (平成19)年度比
43%削減

長期目標(2050 (令和32)年度)

2007 (平成19)年度比
80%削減

(千トンーC01)

2 500

改訂後

中期目(2030 (令和12)年度
2007 (平成19)年度比

43%削減
+

二酸化炭素の吸収・利活用6.2%

目標(2050 (令和32)年)
2007 (平成 19)年度比

80%削減
+

酸化炭素の吸収・利活用20%

2 000

1 500

1 000
2.2 千tイ刃2

2007年度
(H19)

(基準年)

舌、

43%削減

1,28

2030年度
(R12)

(中期目標)

中長期目標設定の考え方図

6.2%

吸収

"、μ9 tイ抑ユ

利活用

2050年度
( R32)

(目標)

80%削滅

⑳叱

吸収 利活用

===;



体系図などへの反映

二酸化炭素の吸収・利活用に関する目標を新たに設定したことに伴い、中期削減戦略

体系図や行程表(ロードマップ)ヘ二酸化炭素の吸収・利活用に関する取組みをi助Uし

ました。

また、適応策につぃて、 2018 (平成30)年12月に施行された「気候変動適応法」

に基づく地域適応信十画として新たに位置づけました。

市域編(区域施策編)

」減略1 まち歩きを楽しめる脱炭な都市の形成

方策1 緑に囲まれた効率的で生活しやすい快適なまちの形成

方策2 公共交通機関の利用促進

策3 用の灰、化

の活性化削略2 環境にやさしいエネルギーの活用と環

方策1 ながさきの特性を活かした再生可能エネルギーの利用促進

方策2 企業立地促進と地場企業の活性化

方策1 4Rの輪の拡大

削戦略4日常生活や活動の脱炭化への転換

方策1 市民・事業者の環境意識の向上と環境行動の促進
^^^^^^^^^^ ^

吸収・利活用

^^^

、

ーノ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

f

^^^^^^^^^^^^^

適応策

1 自然災害(防災)

2 農業、森林・林業、水産業

3 水循環・水資源

4 自然生態系

5 健康

6 市民生活・都市生活

市役所編(事務事業編

目標達成に向けた取み

1 再生可能エネルギー導入による温室効果ガスの排出量削減

2 公共施設の新築・改修時における対策

3 公用車使用に伴う温室効果ガスの削減

4 職員による環境行動の実践

1 化灰、の吸と利活用に関する取組みの ・促'五'
^^^^^^

^^
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ー
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戦略をりードする野心的数値目標の設定

2050(令和32)年「ゼロカーボンシティ長崎」の実現に向け、4つの削減戦略ごと

に市域及び市役所における2030(令和12)年度までの「戦略をりードする野心的数

値目標」を設定しました。

中期削減戦略

【削減戦略1】
まち歩きを楽しめる
脱炭素な都市の形成

2030 (令和12)年度

【削戦賂2】
境にやさL入,、エネルギー

の活用と環境関連産業の
活性化

戦略をりードする野脚的数値目標

【市域】
●市内自動車保有台数に占めるEV・PHEV
の割合を20試)年までにZ),・V25%にする

【市役所】
●公用車(特殊車両除く)の総数に占めるEV・
PHEVの割合を2030年までに鼠洗以上に
する

【削減戦略3】
省源・循

【市域】
●市域のエネルギー消のうち、再生可能工
ネルギーd周合を36~38%にする

【市役】
●市保有の建築物のうち太 設
可能な施設へ入割合を紋^以上にする

のまちづくり

【削減戦略4】
日常生活
素化への転換

【市域】
●燃やされているプラスチック製品を20訊)年

までにゼロにする

【市役所】
●ペーパーレス化を推進し、2{^年までに
の使用を2020年度比艮^以上削減する

【市域】
●新築住宅のうちZEH基準(zel、 N舶市
ZEH、 ze・10rlen也d)の省エネ性能に口
する住宅σ創合を2()訊湃までに60%以上
にする

【市役】
●既存を含めた市の施設全体のLED照明
入割合を2030年までに1(X)%にする

活動の脱炭
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(5)推進体制

ア長崎市の体制

地球温暖化対策を積極的に牽引し、具体的な対策を実施するため、「長崎市環境基本

計画推進会議」を推進組織とし、各部局などの地球温暖化対策に関連する施策・事業

の実施状況の把握や総合的な調整を行います。また、その下音畔且織として「長崎市環

境基本計画推進幹事会(関係課長会議)」、「脱炭素社会づくり部会(関係課係長会議)」

を遣き、推進に関する必要な調整・協議などを行い、横断的な取組みを推進します。

長崎市地球温暖化対策実行計画協議会

「地球温暖化対策の推進に関する法律」第22条に基づき、本計画の策定及び実施に

係る調整を図るため設置している、関係行政機関や事業者、関係団体、学識経験者など

で構成される長崎市地球温暖化対策実行計画協議会と市が連携して取組みを推進しま

す。

市民・事業者との協働

地球温暖化対策を総合的かつ計画的に推進していくために、推進体制の中核である

「長崎市地球温暖化対策実行計画協議会」や「長崎市地球温暖化防止活動推進センタ

ー」、「長崎市地球温暖化防止活動推進員」を中心に、市民(団体)、事業者、市の各主

体が、それぞれ積極的に地球温暖化対策に取り組むとともに、各主体が協働して取組

みを推進していく必要があります。

また、計画を効果的に推進していくため、市民ネットワーク「ながさきエコネツト」

との連携協力や情報交換を行うことで、地域レNレでの効果的な取組みを市全体に波

及させ、自主的な地球温暖化防止活動の輪の拡大を推進します。

広域的な連携

地球温暖化防止の取組みを効果的に進めるためには、広域的な視点に立って取り組

む必要があります。そのため、長崎広域連携中枢都市圏を構築する長与町や時津町を

はじめ、国や長崎県、周辺市町など様々な機関と連携を図り、広域的な施策の展開を

推進します。



(6)計画策定の経緯

令和元年

日

9月9日

令和元年

令和元年12月18日

10月2日

令和2年

令和元年度低炭素社会づくり部会(第1回)

令和元年度長崎市地球温暖化刻策実行計画協

議会(第 1 回)

令和元年度長崎市地球温暖化対策実行計画協

議会(第2回)

令和2年度低炭素社会づくり部会(第1回)

令和 2年度長崎市地球温暖化対策実行計画協

議会(第1 回)

令和2年度長崎市環境基本計画推進会議(第1

回)

令和3年度長崎市環境基本計画推進幹事会(第

1 回)

令和3年度脱炭素社会づくり部会(第1回)

令和3年度長崎市環境基本計画推進会議(第1

回)

令和 3年度長崎市地球温暖化対策実行計画協

議会(第1 回)

令和3年度長崎市環境基本計画推進会議(第2

回)

令和 3年度長崎市地球温暖化対策実行計画協

議会(第2回)

パプリックコメント

令和 3 辱度長崎市地球温暖化対策実行計画協

議会(第3回)

令和 3年度長崎市地球温暖化対策実行計画協

議会(第4回)

令和3年度長崎市環境基本計画推進会議(第3

回)

令和2年11月13日

7月8日

令和3年

.

令和3年

2月2日

令和3年

5月28日

令和3年

7月9日

令和3年

計画の見直レについて

7月13日

令和3年10月18日

計画の見直しについて

8月ヤ日

令和3年椚月8白

令和3年11月15日

~令和3年12月14日

令和3年12月20日

計画の見直しについて

計画の見直しについて

計画の見直しについて

「ゼロカーポンシティ」宣言及て喧言文の内容

について

令和4年

計画の骨子(案)について

令和4年

計画の見直しについて

重点アクションプログラムの見直しについて

1月25日

1月31日

計画の骨子(案)について

計画の骨子(案)について

計画の(改訂素案)について

計画の(改訂素案)について

重点アクションプログラム(素案)について

計画の(改訂素案)について

計画(案)について

重点アクションプログラム(案)について

計画の(改訂終案)について

重点アクションプログラム(最終案)について

計画の改訂について

集


